
年間授業計画　新様式

（ )
教　科： 科　目： 単位数： 単位

第 4 学年 Ａ Ｂ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識・技能】
　神経系と内分泌系による調節について、情
報の伝達の基本的な概要や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　情報の伝達について、問題を見いだし見通
しをもって観察、実験などを行い、科学的に
考察し表現しているなど、科学的に探求して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報の伝達に関する事物・現象に進んでか
かわり、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○

１

学

期

・神経系と内分泌系による調節に
ついて、情報の伝達のことを理解
するとともに、それらの観察、実
験などに関する技能を身に付け
る。
・神経系と内分泌系による調節に
ついて、観察、実験などを通して
探求し、体内での情報の伝達が体
の調節に関係していることを見出
して表現する。
・情報の伝達に関する事物・現象
に主体的にかかわり、科学的に探
求しようとする態度と、生命を尊
重し、自然環境の保全に寄与する
態度を養う。

３編　ヒトの体の調節
１章　ヒトの体を調節する仕組み
１節　体内環境

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　神経系と内分泌系による調節について、情
報の伝達の基本的な概要や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　情報の伝達について、問題を見いだし見通
しをもって観察、実験などを行い、科学的に
考察し表現しているなど、科学的に探求して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報の伝達に関する事物・現象に進んでか
かわり、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

5

定期考査

・生物の特徴について、生物の共
通性と多様性の事を理解するとと
もに、それらの観察、実験などに
関する技能を身に付ける。
・生物の特徴について、観察、実
験などを通して探求し、生物の共
通性と多様性を見出して表現す
る。
・生物の共通性と多様性に関する
事物・現象に主体的にかかわり、
科学的に探求しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

２節　神経系による情報伝達

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

生物と遺伝子に関する探究活動を行い、学習
内容の理解を深めているとともに、生物学的
に探究する能力を高めている。

日常生活や社会との関連を図りながら生物や
生物現象に対する関心を高めているととも
に、目的意識をもって観察、実験などを行
い、生物学的に探究する能力と態度が育って
いるとともに、生物学的な基本的な概念や原
理・法則を理解しており、科学的な見方や考
え方が養われている。

　理　科

【 知　識　及　び　技　能 】
日常生活や社会との関連を図りながら，物質とその変化について理解するとともに，科学的に探究す
るために必要な観察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

東書　生基７０２　新編　生物基礎

態
配当
時数

 科目:　生物基礎
　理　科 　生物基礎 1

対象学年組： 組 ～

高等学校 令和 8 年度 4 学年用  教科:　理　科

　生物基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

生物は多様でありながら共通性を持っている
ことについて理解しているとともに、生命活
動に必要なエネルギーの代謝について理解し
ている。



４編　生物の多様性と生態系
１章　植生と遷移
１節　身のまわりの植生
２節　植生の遷移
３節　遷移とバイオーム

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　植生と遷移について、植生と遷移の基本的
な概要や原理・法則などを理解しているとと
もに、科学的に探求するために必要な観察、
実験などに関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　植生と遷移について、問題を見いだし見通
しをもって観察、実験などを行い、科学的に
考察し表現しているなど、科学的に探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　植生と遷移に関する事物・現象に進んでか
かわり、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○ 5

・生物の特徴について、生物とエ
ネルギーのことを理解するととも
に、それらの観察、実験などに関
する技能を身に付ける。
・生物の特徴について、観察、実
験などを通して探求し、生物とエ
ネルギーを見出して表現する。
・生物とエネルギーに関する事
物・現象に主体的にかかわり、科
学的に探求しようとする態度と、
生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

２節　免疫の応用
３節　免疫とさまざまな疾患

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　免疫について、免疫のはたらきの基本的な
概要や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探求するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　免疫のはたらきについて、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に考察し表現しているなど、科学的に探求
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　免疫のはたらきに関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○ 5

・遺伝子とその働きについて、遺
伝情報とDNAの事を理解するととも
に、それらの観察、実験などに関
する技能を身に付ける。
・遺伝子とそのはたらきについ
て、観察、実験などを通して探求
し、遺伝情報を担う物質としての
DNAを見いだして表現する。
・遺伝子とそのはたらきに関する
事物・現象に主体的にかかわり、
科学的に探求しようとする態度と
生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

定期考査

5

・生物の特徴について、生物とエ
ネルギーのことを理解するととも
に、それらの観察、実験などに関
する技能を身に付ける。
・生物の特徴について、観察、実
験などを通して探求し、生物とエ
ネルギーを見出して表現する。
・生物とエネルギーに関する事
物・現象に主体的にかかわり、科
学的に探求しようとする態度と、
生命を尊重し、自然環境の保全に
寄与する態度を養う。

２章　免疫のはたらき
１節　免疫のしくみ

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　免疫について、免疫のはたらきの基本的な
概要や原理・法則などを理解しているととも
に、科学的に探求するために必要な観察、実
験などに関する基本操作や記録などの基本的
な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　免疫のはたらきについて、問題を見いだし
見通しをもって観察、実験などを行い、科学
的に考察し表現しているなど、科学的に探求
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　免疫のはたらきに関する事物・現象に進ん
で関わり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○ 5

・生物の特徴について、生物の共
通性と多様性の事を理解するとと
もに、それらの観察、実験などに
関する技能を身に付ける。
・生物の特徴について、観察、実
験などを通して探求し、生物の共
通性と多様性を見出して表現す
る。
・生物の共通性と多様性に関する
事物・現象に主体的にかかわり、
科学的に探求しようとする態度
と、生命を尊重し、自然環境の保
全に寄与する態度を養う。

３節　内分泌系による情報伝達
４節　血糖濃度の調節

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　神経系と内分泌系による調節について、情
報の伝達の基本的な概要や原理・法則などを
理解しているとともに、科学的に探究するた
めに必要な観察、実験などに関する基本操作
や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。
【思考・判断・表現】
　情報の伝達について、問題を見いだし見通
しをもって観察、実験などを行い、科学的に
考察し表現しているなど、科学的に探求して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　情報の伝達に関する事物・現象に進んでか
かわり、見通しをもったり振り返ったりする
など、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○

１

学

期

２

学

期



定期考査

定期考査

・遺伝子とそのはたらきについ
て、遺伝情報とタンパク質の合成
の事を理解するとともに、それら
の観察、実験などに関する技能を
身に付けている。
・遺伝子とそのはたらきについ
て、観察、実験などを通して探求
し、遺伝情報とタンパク質の合成
との関係を見いだして表現する。
・遺伝情報とタンパク質合成に関
する事物・現象に主体的にかかわ
り、科学的に探求しようとする態
度と、生命を尊重し、自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

３節　生態系と人為的攪乱
４節　生態系の保全

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　生態系とその保全について、生態系と生物
の多様性、ならびに生態系のバランスと保全
の基本的な害なんや原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探求するために必
要な観察、実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生態系と生物の多様性、ならびに生態系の
バランスと保全について、問題を見いだし見
通しをもって観察、実験などを行い、科学的
に考察し表現しているなど、科学的に探求し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生態系と生物の多様性、ならびに生態系の
バランスと保全に関する事物・現象に進んで
かかわり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○

5

合計

35

定期考査

・遺伝子とそのはたらきについ
て、遺伝情報とタンパク質の合成
の事を理解するとともに、それら
の観察、実験などに関する技能を
身に付けている。
・遺伝子とそのはたらきについ
て、観察、実験などを通して探求
し、遺伝情報とタンパク質の合成
との関係を見いだして表現する。
・遺伝情報とタンパク質合成に関
する事物・現象に主体的にかかわ
り、科学的に探求しようとする態
度と、生命を尊重し、自然環境の
保全に寄与する態度を養う。

２章　生態系と生物の多様性
１節　生態系における生物の多様
性
２節　生態系における生物間の多
様性

一人１台端末を活用し、映像コン
テンツの視聴、主体的な探究活動
（調べた情報の共有、知らない内
容を調べる）などを行う。

【知識・技能】
　生態系とその保全について、生態系と生物
の多様性、ならびに生態系のバランスと保全
の基本的な害なんや原理・法則などを理解し
ているとともに、科学的に探求するために必
要な観察、実験などに関する基本操作や記録
などの基本的な技能を身に付けている。
【思考・判断・表現】
　生態系と生物の多様性、ならびに生態系の
バランスと保全について、問題を見いだし見
通しをもって観察、実験などを行い、科学的
に考察し表現しているなど、科学的に探求し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生態系と生物の多様性、ならびに生態系の
バランスと保全に関する事物・現象に進んで
かかわり、見通しをもったり振り返ったりす
るなど、科学的に探求しようとしている。

○ ○ ○ 5

２

学

期

３

学

期


